























































































































































































法・航海・造船・機械・農工学其他各積専門の 校に至る迄特に大いに備わらんとするの時に方り、独り専門商業 校 全国観るべきもの甚稀なるは実に今日
大欠点と謂はねばならぬ。
況や当大板の如き






































































































































































































小学校中等科卒業の学力を有すること ←人学資格とする大阪府立商業学校として、明治十八年三月に開校した。勧業課の下 あって同校の経授は地方税をもって支弁されることになる そ て十九年ニ月、何属速成科を廃して、四月付属夜学史認科を設置したが、これもま年十二月涜止される。その後同校は府の学務課 移され、ニ十一年五
月一子科及び本科をおいて別に付属科をおく。
年の施設の拡張に
あたり、伊庭貞臨はその校長を嘱託され、一一十一一年十月大阪市に移管されたときまで、伊庭は校長をつづけた。広瀬・伊庭はともに大寂商
大いに寄与したわけで、伊庭は府立商業学校時代の講堂に
之竹山々」の田文字を照一翠していた。大波高商、大抜高大はもとよ
り、いまの大阪市立大学も、そのもとをたどれば大阪高業講習所にいきつくわけで、それらには、
五代のみならず、住友の広瀬・伊庭も寄
与したということになる。
しかし生徒の出席率は悪く、在籍者の半数が出席したにすぎず、生
誌の大半ば入学後六カ月第六級の課緩を終わったにとどまり、一一一カ年の全諜程を終わっ ものは十五年から十九年の五カ年間で限か一名にすぎなかった。また大阪出身のものが多かったので、
「芝居があれば
休むしという有様で、怠学ぶりが目立っていた。府民が
に知……
識をもたず、また当時の社会協勢が悪く、松方緊縮財政下で商況が沈滞し、十八年六月 淀川大洪水で小・中学以上の就学は悶難 なからであろう(『大阪商科大学六十年史』九七頁。『大阪税年史』一
O
一一二頁。
竹下喜久間力「明治前期大阪における商業教育の民関」『日本史論集』。官本又次『大阪文化史論』一一一五回
J
五五頁)。
十二年七月文部省告示第九号をもって、また河年法律第
号徴兵
令第十一条により、ふみ校は中学校の学科抑制度と何等以上のものと認められる。
二十一二年九月、本校は大阪市に引き織がれ、市立大阪商業学校と改
称する。
大1I反における潟業・経済教育事始23 
一代の人絡者、教義人たる伊庭貞剛が校長というからには立派な学
校に仕上げられたであろう。
市立大甑商業学校では、予科・本科各ニ年、高等科一年、別科各二
年で、付属語学部では支那諾・朝鮮一訟を課していた。この間の事情については記述を割愛する。
のち明治三十四年に昇格して市立大阪高等商業学校となる 、この
間幾多の人材を教育した。野村徳七も岩本栄之助も木谷蓬吟もこの府立文は市史大扱蕗業学校時代の生徒 あっ 。
なお創立時に大いに寄与した門回一一 郎兵衛は明治二十年には家運がかたむきはじめている。明治十七年二月、門聞は大阪鉄工所を経営していたエドワード・ハ
ズレット・ハンターから向鉄工所を洋銀八万九千円でゆづりうけるが、
フご、
士す〆カ
でその割賦金を払えず、
またハンターに経営権が移ってい
る。先に問南戦後、英人ハンターは造船所を計闘し、門店三郎兵徹と佐畑信之の費成を得て、明治十二年二月に大阪 つくった。佐焔も神戸の材木問屋でギルピ
l閥会で働いていた秋月清十郎の友人であ
った。
ハンタ!の造船所は、間成郡春日出の門泊三郎兵衛の所有地、
六軒新聞の松ケ向仰 地を選定した。こんな訟で十七年二月に土地・建物・機械・乾ドックその他の設備を洋銀八万九千円で門聞がかいいれたにしかし海運界 不況もあってその上他の事業にも失敗して、
ノ、
ン
ターへの割り払い金をチ守ンと納め ことが出来ず、門凶の契約不履1j 
か
一年あまりで再びハンターの
にかえったのである。明治
十五年十一月八日間十八戒をもって内田は失窓のうちに、掘江の地で
24 
他界する。門限の生家熊野麗理一平鹿(熊一平)の当主も明治一一十年頃に不敬罪の疑をかけられて、国外に出てしまう。
かくて、熊野患は五代目
でたえてしまうことになる(宮本又次「大阪商人太平記」(上)『宮本又次努作集』第九巻一一一六
Oi
一一一六回文、伊勢一戸佐一郎「長期浜日記」『大阪春秋』第二
1i 
号
(みやもと
またじ
大波大学名誉教援)
